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♂力オは14<;羊1,'.c／，日〕：J'vレトガノレ槌民地としてl::l；，｝；とも

紋が深いし 1S57年‘ボ＇＞トガノ L人的i与のサ：国政！｛：［（明初）

から海賊:if見栄lめを条件として｝【号［主権をi!Jたのち‘本格

的；ご広東貿引こ乗り出すとどもにち ずか十l土rf,p;.jの斗，t,

ケと［J・.j,:れまuを主と十る II中長弘の；某介地とし亡発IJ".L

2、Jヒーと化支流の凶では，キリスト教を日本へ伝えた

(154:J年） ｛「名な 7ランスシスコ・ 4ピEルがγ 力4を

ジェスイット教［Ji~の悩束における活動処，，＇；＜＿として立教師1

1こちに中国訴と：itょ訴を学ばせた（注2コ 」 H,171±!；紀に

出川r1『干のrn国；7の下で迫害された長崎や堺のキリスト
{ ci首たちは日本を逃れ、浄財を集めてマカオのi主i凌にジ

工スイッ l・カレッジ付属サンパウロ教会を建立した

(1637斗.：） I、j l その公辛な天主堂跡：はどtt.；＇力オ名m
のーっとして観光存に殺しまれている η

上Irt，戦争，太τドイ半戦争；土中国および東南アジアとの関
係で首港（184己年以来イギリス民民地入 マカオにも軍

事・政治・経済・社会のf千万illiにわたり大きな影響を与

えたが，戦後三らに中華人民共和国の成立，東南アジア

諸国の1虫色，欧米・日本の経済発展などあ－，て，香港の同

｜漂貿易・金融セントとしての重要性が高まった。これ

に対し， ず力「はポルトガル本iえの保守的な杭民政策も

あって，先月［＜をなした日中貿易や小田市教奇はおろか経

済開発，工業化の凶でも香港；こすη かりi笠れをとった。

M民地マカオの法的法礎は 1887年のmi清条約によっ
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変貌するマカオ 建ふゾーム什 J カゲ t！•心 iJi
（七月［土北i!//J立ごi住む1¥1/1'!) 

。

寄港とマカ才 、
（［）主将司，； 1：ノレト jjル議マカオ。

一線は香港・ JJちオ問］Jij/1

て，ポルトガルがそれまで事実i二11iitr1していたけ1国領土

( ・7カオおよびその付属地〕の都議を再確認させたとい

う，いわく付きのものである t淀むが，その路坊主はマカオ

半島（2.1平1ゴマイル）， タイパ島（1.4王子fjマイノレ〉お

よびコロワン島（25平方7イル）から成っている。

1970年12月末現在の人ilは24万8fi36人で，その%%は

中国人，それも大部分が広東人である恒5:0人口の94%

はマカオに集中し人l...l密度世界最高という過密化現象

がみられる一方，タイパ，コロワン河島は人口過疎で道

路も恋く，パス路線が各一つあるだけという後進地域で

ある。作品開には定期のブエリーが走っており，政庁が

力を入れているJ鳴門J{fii1£大橋（マカオータイパ島rmを結
ぶ）が完成すればマカオの経済i裂は広がり，地域格差Aの

是正にも役立つと期待されている。



Ⅰ　マカオ経済の現状
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(70年）が47分の 1. 従業員数（70年〉では16分の l

とfi:i舎に比べ格段の＂%－：がある。したが一〉て， 7 カオ経済

はt'Ift的意味においても，対外的関係においても宿命を
Hγており，中国大陸や存港との有機的関連なしにはそ

の発Mも現状維持も至難であろうっ

マカオの経済は1960年代中葉までj売業と爆竹， tji，］、の

繊維工、ι造船所でもザ2てきた。かつて漁業は有力な外
貨取得源であって， 時は2万を越える漁民が数百のジ

ヤンクで中間南部の治山諸港と漁獲を競い，淡水魚．坂

（｛し ITHit:.：ど外出；こ輸ii＼された。 19日九年の漁業産品輸出

は1:lcifi万パケ力、ii1 l (fi879TJトン）でγ ウイの；器輸出制

の15°{i企占めていたわ Lかし，その｛走中［Ji]の沿子己1i魚業宇児

；午i
477了Y、ン〉 ξ総輪If，傾の6.5＇）もにど E玄／〉ている3

マりオの伝統的τ‘業は爆竹製造と 7 ッチ製造で，古1j古ー
は 1913年， iを／HJ192:i年からそれぞれスタートしてい

る。ほとんど海外へ輸出されたが，特に爆竹の最大のお

得意先はア Jリカで1963年には 665万7000M事を輸出し．

同製品輸出の伺%を1'1めた。

ところが， 60年代初めから中国政府は7 カオ経由の輸

入をアメリカ製品だけでなく全民11＇）；こ制限するようにな

ったり中継貿易によって生きてきた-c;-:fJオは，増大Fる

人口を3をうためにも工業化に活路を見出さざるをえなく
な〉た。現地の産業育成にあまり熱心でなかったポルト

ガル本国もマカオ製品の輸入関税を免除にするなど工業

化促進の素地をつく，，た。

このほか， 60年代後半から経済的に兄弟関係にある呑

（品） 「JI'' 1:.,0C :;.・C,197U 川＂i，，.常可ソ1 197]1! IO i＆工業の発展に影響されて，マカオ産業界も戦前型かん

の脱皮を迫られ，工業投資がふえた。そのl.'i果，産業構
CiU 本 r'ri":1197H,・,tr/" 

I 7 力す経済7)現状

造に~しい変化があらわれた。

1970年のずカオの工業生産高は62年に比べ繊維製品，

望遠3えなど新興産業の進出が著しく，ことに縫製品企紡

主ずr力オ経済の期限を大ざ－，if；γ・；力込むため、同じ 織で工業生産総額の70＇＼，を占めている（第 2表〉。 こう
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Ⅱ　特異な植民地財政
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2,255,737 
1,98リ，507

（単位：マカオドノレ）

程雪
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n E寸 ぞ～ 4提言ロロ lcl 、Ii 往銅

l 縫－~~）占？， • 48,888,2811 
lメリヤス編物＇ 1問点2;
衣服品＇ 16,617,22V 
需品 竹 14,047,848;

履物 5,827,115:
l望迷銭 I 4,221, 9981 
ハヅグ類 I 3,998,2521 
布地 I 3,670,8131 

家具 I 3,428,7831 
絢以器 I :-i,2s9,010, 
1中間柄 I 2,s10,184I 
｜タパコ類 I 2,479,1201 
靴下 I 1, 943,537J 
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マカオ政庁は，とこ十数年来財政安定を維持していた

と強調しているが，その実態を詳細に分析すれば必ずし

も健全な内容を伴っているとはいえない。

1948年から22年間の政庁財政収支実績をみると，たし

かに歳入歳出均衡の原則で毎年黒字を残している。 70年

の予算収入実績は主要税収の伸びで当初見込みを46%も

上日る呼調さで，剰余金792万M事と戦後最高を記録し

た。この原因はマカオ工業の発展と観光客の激増で，物

品1rzg1高税， f仔係手続費お上ぴドッグレース税の収入が

ふえたためである。

さらに71年度の予算収支は歳出入とも6258万M$（前年

比27%増〉で均衡を保っているが，税収に占める観光関

連事業税の割合がきわめて高い。たとえば政庁公認の絡

博経営住1）から旅遊娯楽公司賂嗣（いわゆるカジノ税〉

6067:il¥1$，童書狗主主司各項税（ドッグレース税） 500万M事

および準備金収入の項で慈善救済を名目とする賭博くじ

税667万M$，そして黄金輸入公司（金取引税〕から 700

万M$の収入を見込み，財政収入の大宗（全体の50%)

となっている付t2 ¥ 

同じ植民地でも英国統治下の香港の財政構造が歳入面

で所得税，物品税，不動産賃借税，土地売上を主要財源

(70～71年度収入の67%〕としているのと対照的である

（注む。

特異な植民地財政II 

した傾向は71年，アメリカの新経済政策による輸入制限

やイギリスの英連邦特恵関税撤J色輸入割当て指j実施に

よって影滋をうける花香港中国人企業，外向資本（特に

日本系）がマカオヘ転進するに及んでさらに拍車がかか

ってヤる。

ととろで，海の手以外にとれといった資派のないずカ

オにとって成長産業として脚光を浴びているのが観光事

業である勺

観光昭業の躍進を涜致客数かむみると， 1%5年～59年

の年平均外人観光客は2万人以下であったが， 1960年以

後その数はうなぎ登りに伸びている。すなわち60奇三の3

万加00人から63年には3万1500人， 68年10万お39入（う

ち日本4方1437人，英1方7438人，米1万3340人）， 70 

年22万4877人（うち日本9万人，前年比21%増，英4万

3116人，前年比68%J:民米3万1054人，前年比42%明）

となっている（注2）。

かりに7 カオ観光の首位を占める日本の旅行客が I人

平均最｛！I:200M事（日本円換算約 l万1000円1使ったとし

て， 70年には合計1800万M$（外人観光客総計では約89

00万:vr$Jがホテvレや観光業者の手に入りー さらには税
収としてマカオ政庁の財政を潤していることになる。

マカオ政庁は72年春，コロワン島に観光地区を開発す

る計画を発表し，外人客誘致に一段とカを入れることに

なった｛注3'o 

（注 1) マカオの通貨単位パタカは香港ドノレとほと

んど等価。通称マカオドノレ（以下M$と略〉。 1972年7

月日日以降1米ドんは5.65i寄港ドルと行む的に罰定為

替レートが決められた。
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Ⅲ　変容する貿易構造
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0;0表マカオ貿易，／）行i移＊ （単位：マカオドル〉

（凶所〕 Comi!rcio Exterino 1970, Portugal Provincia de Macau, p. 15.より筆者が作成，算出o

Ct〕 ＊金の輸入合土ず。

年 i
二；＇111 _i 

j主額
輸入
輸出
入超
輸入額に，＇iめる入
趨の比重

1966 

431,975,150 
293,805,972 
138,169,178 
155,636,794 

52.97% 

すでに「マカオ政庁はそのZ主要な行政責任の一部を公

i：知名時収入に頼りすぎているJとの批判が出ている。事

実， ] CJ同9年度の社会福祉予算〔貧民医薬救済や「難民j

アメート補助など） 918万M$のうち，その61%にあたる

557万M事は賭博税のあがりから充当されている。この傾

向は70年度社会福祉予算でも引継がれ，総額979万M事の

うち賭博税収入（娯楽公司および栄興彩東公司〉は 607

万M$を占め全体の62%に遼している1/J:4). 

1 ,'t iJスとポルトガルの芹j柱、 7 ケイ統治政策の重点

がどこにあるか，財政支出面にも｝とも上く現われてい

る。すなわち，マカオの＇；＂（）年度予算支出のうち植民地官

僚のjg職金を含む行政費が'.28'：：， 〔広義の行政関係費では

川＇）山崎小さな町に警官注目 1000人ラポ•＞トガル護軍800

人の維持費および海軍費（ドック経営など〕を合わせた

治安関係が25%，そしていわゆる経済開発投資が14%と

いった割合になっている。

これに対し，香港政庁は1967年5月の政治危機（いわ

ゆる存港暴動〉を乗り切.，，て以後，工業化と貿易拡大に

式七IJし，財政収支も年々黒字幅を広げ、 71～72年度予算

では教育，医療衛生，住宅建設その他の社会福祉，公共

投資関係費に総支出の41~：，をあてている c そして軍・警

察！羽係費は8%。ちなみにマカオーの教育関係費は予算支

出総額のわずか3.5%（香港は21%）にしかすぎない〆花6）。

（注1〕 マカオ政庁のU/!:i苧公認はiYt、歴史をもって

おり，財政上の必要に加え，中国人の投機心と怖民地

主将ぷの投機的娯楽場として肴港からのJ笠’存も争かっ

た（前回宝治郎著“有：港概観”司自カ研究第一書』三

コIi¥守産香港支店 大正出，n1n1<'' 111ベージ〕。

r.:L 2) 『／！＇l門工商年長E1971.1 f 7雪 84-88ベー

ノ ,, 

（ιじ3) 『香港年鑑1972.J 〔窄！お！：ヨ刊 1972年2
J J）第二筒4ベージ。

（注4) 『内門工商年鑑1971』第四鱗 48ページ。

（注5〕 マカオの警察は軍事組織の一つを成し，蕊

1968 1970 

649,005,750 
393,164,495 
255,841,255 
137,323,240 

34.93% 

持if,;j守ジ）持活下にあるといわ札る（ f, す I ＇’i工 ~Ji年鑑19

7U m :n 61ベージ〉。
Ul:6) 『香港年鑑1宮72』w二給 8-9ページ。『f実
門コ：開年鑑1971』第一篇 83ベージ。

田変容する貿易構造

マカオの経済は一口でいえば自由港ながら実質的に香

港経済に依存し，その加工下請工場としての性格をもっ

ている。そして香港経済はまた食料品，水の大半をマ今カ

すとlii]t主1j1国大陸tこ依存しているつつまり，欧州！の老宗

主同は存港、マカオ住民の台所は中l'r－：＼に而倒をみてもら

って，自らはH行民地のヱ業製品， i限たで東南アジア，ヨ

ーロソパ，ア dリカ，日本，アブ！！万などから外貨を稼

いでいるわけである。

1970年のマカオの貿易規模は6億4900万M事で前年比

11%の伸びであった（第3表〕。輸出が2億5584万ドル

と前年比13%ふえたのに対し，輸入は3億9316万ドル

第4表 マカオの主要約人光

(ii'c(,'t：マおオドル〉
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年に8834万ドル（全/j;(7):J:i＇；（，）でft位を；i；め，以下ポル

トガルお上び海外同僚74<J4万ドル（2<J%），訴えg,1573万

ドル c1s0:,), 7；リ り2'.!27Tiドル（ 9ワら〕 と；てんさ， n 
本；t279 )jドル（11 月；》〉でq'jIO ｛，，：となっている (ij;;;

表）o

要するに、ポルトゲルにと J》てのが民地マカ才はフド同

r ＇＼＇切＇l品の iVi.'.'7己市Jg. 土いう工 11 ，お；•，製品などの安似な？｛

｛、jけ先なのであるの 他方、マりすの貿易Wii.ft?ftがEEC 

er可F'（、ソ，ブラニスたど）， ア／ l）カ市場ーの開拓にあ
ることもの7,rと70年の実績よと比較すればi円九かて・・;vうるJ

ぞれと同時に，最近の7 ノりす製品が香港依存を•Jrtl ＇行、

I i本などアゾ一九百［li)[,'ijけにふえていることも指摘できよ

三て、ご二ぢ〈午のマカオのオ：＇建 i'i合出品をみると，その

fP/•N-J:tfL: カ， 1'/L v',. これは7 つりすの；下；斉活問にお；十る製

造1：喰の役’i?lが（：it ＇ているこどを反映するもので， 19

1,7if''1II寺の輸出 1-_{,'is品il i士，（干｝繊維，：＇ i,}f.t;J（（，命保

Yr, 4はき点の（< ~>, ス’｝、ソペ）‘ (f.:f,旬在技官：；γFあ－，；

が，lリ70＞干命J：ご：は，；j'彼ネ！ム ヲfヒ学喫占／，、 百鮮f札，，4・・く／〉、

1［：＼／子．イイヲス芋、ソケ11：，.かつら，に翌ti、｝た0 'ii切に
'fc: "{, －，，カノ十終：!'r;i;'..¥ 1＼に発「Rしていくためには製品の

11,1 p~~ '¥i争力をつけなければtc;_られこれが最近の外資湧

j';( I士市とな〉てr1;しいJ空vr:i・投下Iiが導入きれt（：業構庄の

変1;.多際化を（むしているわけであるc

三仁にもう ムつの宇Hl（は，中間と '7iJ fの貿弘間｛系に

おし、て中b'qのマヴ守彦品＇μ＇. Hけがきわめて少ないことで

あるの rp凶の対外貿易は香港を；窓口として年々壮大して

いるが、その香港からの粉入はきわめてわずかである。

l<J7()![cに中悶が7 力すから輸入したff品はマ力オの対外

的／I＇，総慌の 0010；，、 3万8000ド’レ（19昨年には0.02＇｝ふ

1ブ7"1円00ドノ！..）にしかすぎない（第G支7。 なお中ド1の

対存111:,1れ入領は70°fでG3<J4万！ごルフ 71"F引（）（）万ドルと奔

？（七の対外輸出総領のそれぞれ0.4りふの3G＇）山口 J

L!•[T］の対ず力十・ 7日生輪出力：70年で両地区の絵、輸入衡

のそjもぞ；！127ペハ lti0；，を占めている1/t1 jことカミらプλると

C 1iiifl二lヒ引い.＜.t内〕て附年rf、lとの世界任i;fJ〕'J；＇況とで心3

の工」全力；111r1凋に手昔日した二とを物語？てレ ιど） G 

七九人fむをi白Jit'Jljにみると i吋70年CIJJ1z大の輸入科If，士

日告で2ぽ5877fJドル f全体の品小人 次いでLtl仁lijIi色、

（川万ドル (27日J、ァ γ1りS75Ji：、 ・I,, ( 1.針。ら）， 114,: 

は日lぐ万 i、心「l.4T''. J :: ;;) ,i位であ乙〉
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万 I:1L・ ( L :1.1'' , l町 1,1州年に；土、 ' i出こ浩'l'.:'; 4-1＇：，万？に／
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10Thドル fI lぺ｝｝であ bナここ土をちえると， <・l 11 ri:tr人

が古文によ、えて＼.ろ lコ 三れ（三社し、：；＇ i !J~l ノザノレト ti ＇レカも
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｛仕、守 fを"/ti士→＿，[1.,.J lミ；壱ガA長大の； 仁了円：;, ノて＂、る h :i 1/f. 
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Ⅳ　軽工業主導の輸出産業とその限界
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入をふやそうとしている。ただ違うのは，その人口，資

源ー地理的条件，経済政策（当然攻治体制の遣い，統治

者と民衆の質の問題も含む〕などである。

シンガポーノレ．台湾l土石油化学，追官官，鉄鋼，機械と

いづた重化学工業の建設にカを入れているが，香港は繊

維，電子など軽工業の高度化で国際競争に挑んでいる。

マカオば，いわば香港を小型にした軽工業主導の輸出

産業を育成している段階にある。しかし，加工輸出工業

墓地としての7 カオはきわめて弱体である。従業員50人

以下，資本金fi77～20万M事の境模の工場が全体の80%

を占めている。工場は分散し，小規模の工業が比較的高

密々の住宅地帯へ進出しているという産業発展の初期の

段階にある。

香港におけるように，いくつかの産業分野で製品の一

部がて場以外のところで下詰け加工され，製品化されて

いるケースは少ないc わずかにタイパ島の爆竹の包装や

コ口ワン島のビーズ刺繍があるだけである。

しがし，国際経済の環境ボ厳しさを土台すにつれマカオ

の前近代的工業にも構造改革の波が押し寄せた。 1969年

三ろがら海外市場開拓，輸出増進のため工場設備更新の

投資活進められ，また外資主主新規分野に進出するなど産

業地図に呉変が起きてきた。

大陸からの「難民jがふえ始めた62年当時の主要工業

生産高とその後68，的年の得景気に恵まれた待期を比ぺ

ると著しい発展を遂げていることがわかる（前掲第2表

参照）o しかも商工業件数および従業員数の推移で明ら

かなように，繊維部門の縫製・紡織や光学機器，プラス

チック製造など新興工業がふえ，被雇用者数も急増して

いる（第7表）（注Ii。このほか最近では観光客の増加で
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マカオ商工業件数および従業員数

1969.if 

第7表

格製工場
；議竹工場
メりヤス編物工場
服飾1 工場
プノスチソタ工場

マツ子工場
そρ，他主IIコ二ム場
光学製品工場
数製 J人工場
索久工場
その他

件数

汗しい不均後である。

おそらく，中国にとってのマカオは香港と同様中悶の

領土のー‘部で生活する μ公園同胞”に対して食料・水を

い乙め必需百：を安（供給するとともに，外t守獲得のため

コスト安の競争力ある商品を現地加工方式で西側諸国，

主R途上諸国へ輸出する対外貿易の窓口の校舎jをもつも

の？あろう。

このように，小さいとはいえずカオの閣際自由貿易港

どしての存在理由は今なおある J 米キの時人制羽，害I］当

制をのがれて香港からマカオヘ工場を移ナタト国資本ヤ,i,

国人企業がふえているのも労働カ不足，賃金上昇対策以

外に白山加工貿易HJ也としての J リットが：u~ぎれてい

るからである

貿易収支の赤字幅は年々縮小され，香港で働く中国人

(1968午、車＇Jl万人と推す主〕の送金J子観売Jlz入の漕却下

悶際収支のパランスをとっている。 72年上半期の輸出は

I憾6400万ドノしに注し，待望の年間3億ドノレ台乗をは確

実とな，yたi、i.j )0 

しかしながら，マカオの対外貿易の前途は決して楽観

てずきなし、。とれまでf."fr.~lに伸びてき之輸出議境が70°ftこ

主要輪山先である西ドイ、Vの？ Iレク切上f，ブ今ン

スイスの縫製品規制で厳しさを増し，さらに近年輸出増

士iiの著Lいj_'qアフリカの：ケレ 1、ゲル決アシゴラ，東γブ

リカのモザンピーク向け綿製爪の特完封、関税が撤げきされて

マカオの織椎工場に影響を与えているからである（IH)0 

'!': L ブカオの貿P1発展は電力不足l/il題の解決L、かんに

よるところが大きいilJ'.6）。

（注 1) 『i関門工商年鑑1971』泌二縞 27へーν。

(iL 2) 『香＂ι年鑑1972「c#二店 30で－ > 0 

（注3〕 品I}4表および同i二番 30ページ。

(1 ,1〕バouthChiほ λforningPost, Aug. 11, 

1972. 

（注5) 『t夙門工商年路1971』第二篇 1ベージ。

(i_じti) Fカ→のエコノミストに「もし多くの］：湯

舟業1て必！｝Ji）－すろ電力年十，J供給できろなら tr, 1973 

年には年間 5i)怠ドノレを上向る輸出ができょう」とみて

l、る ！SouthChina ,¥for.河川1gP，ハt,Aug. 11, 1972.) 

97 

c :1rn奇）
＂＇～ l↑ 

将工業主導乃輸出産系どその限界

，，.、ま，その氏子台i'10環境を5}1Jにして東南アゾアで海島型

れ済を営んでいる凶なU、し地M：をあげれば‘シンガボ－

Yレ，台湾，香港，マカオがある。いずれも貿易に依存し

輸出指向のJM干産業なヤし指導的工宅を守戊して外貨i叉

]¥' 



Ⅴ　開発計画と外資政策
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ホテノレ，レストラン，商店など第三次産業で働く従業員

がふえた。

プームど I；、）＿ l-fマカオ市のあちこちで高居ピ／~＇や工場

の建設が行なわれている。この一両年で数百件のピyレ・

家屋（2階建以上〕が新設されたといわれるがJ注2），統

計によると70年に新築されたピル数は前年の2,5倍，建

設費は1160万ドル，前年比70の万ドル増（冷僚で前年比

2.6倍）、特に尚一業ピJレの高層化ポ目立つ。 lこ！I,ラッシュ

は71年も統~，建設予定地は120カ所に達した。

しかしながら，マカオ経済が変貌していくにつれ，い

くつかの間宮市：生じてきた。一つは労働力不足であり，

もう一つは抵力事情の悪化である。

安くて比較的豊富なマカオの労働力が外悶企業に着目

され， 1969年初めの2カ月間に30の荷量製工場ができて以

来，皮肉にも労働力不足，特に熟練労働者の不足が広範

になり、的／年7 カオの多くの工！易は生産能力の60%-

70%のVi,t¥i／；：余儀なくされた〆n3 l。

労働力不足の原因は，①65年をピークとする人口の減

少である。つまり中国大陸からの「難民」が減ったとい

うこと守あるコ③この時期を慢に香港経済力士発膜へ向か

い，米日資j；：を中心とする新時工場の設玄で 1カオの：工

員引きぬきが次発になったことである。

マカオ経済開発の限界は，電力事情にもあらわれてい

る。公営電灯公司の配電状況からみると，電力電要は60

年～68午；こ＇，，年 20%増，的年～70年にはS0°i，札ふえた。

マカオの電力消費総量t土1967＇午の 4092万KvVHから70年

には8840方KWHへと倍増しているものと推定される。

こうした電カ需給のアンパランスから， 70年笈には深

刻な電力不足に見舞われた。 「東洋一の豪撃なカジノJ

を呼びものにI)司店したばかりのホテル・リスボン（建設

費45001¥1事）？は低電ft：のためエア・コンヂィショナー

が1週間も故障し，目抜きの商店街や工場，一般住民も

また灯火管制，節電で大きな被害をうけた悦針。電力指lj

限は今も符いている。

マカ十政庁l士緊急事態lこ直面し新電力公，:;Jを発足f注 5)

(72年 7月）させるとともに発電設備の更新，情強に着

手した。当面シェル石油から250万ドル（70年7月〕，ポ

yレトガノレの大西洋海外為替銀行から 500万戸ル（70年8

月〕の倍：j，：をえて， 5000K＼＼＇の新発電機そ 2?til~i入， 71

年下半期カ‘ら運転を関声合し町現発電量（ I f:l ＇与たり） 1万

3000-1万4000KWの80!6J:問主で電力供給をふやす猪震

をとった。さらに日本から17J5000K¥Vの発電機1基を買

付け，工業発展のネックを突破することにしている（注6〕。
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（注1〕 第Hiと第Lizでマカオの工場数に開きが
ようi'.，のは，そり.；，V¥t＇が異なるかルノであろう。司 t:,tい F

/; ）， 政庁経済1,,¥長時話 （SouthChina Mnrning Post, 

May 12, 1972），後者は左派系『，rc',l"J工商年金il971』円ri

載の統計。

（注2〕 「叱門コ：i街年鑑1971J]；~；門概況 4ベージ。

( ?:t 3〕 South（、hinaMorning Post, Nov. 24, 

19付9.

(ll 4) South China Morning Post, Nov. 14, 

1970. 

( i主s) J;r＇剖とし＇＞ Companhia de Ele:tricidade de 

Macau （辻士一くf，代ηは英資本糸 ！＇！ Macau Electric 

Lightinf; Co. Ltd.を発Jj_｛的uごil:0i'l ［.たものと資本全

4000万M事（SouthChina Morning Post, Aug. 11, 

1972）。

（注6) j',•f'["J j：潟｛jc鑑197U:; ・篇 1へジ．

iii］：奪三編 61ベ ジおよび『）｝［！！？旬以J]1972年持 JI11 

ll f華僑日従J1(1721芋8n14'.1o 

V 開発計画と外資政策

マカオ攻庁が粍済開発にカを入れ始めた背景にl土、ポ

ルトガル本国と関係あるEC （拡大！吹川〕へのイギリス

の加盟， ドル危機によるアメリカの保護貿易，主要輸出

先（西ドイツ，フランス）の通貨不安定などがある。そ

して、より直疑的に；土中国の対外貿易の窓口とな •＇） てい

る存港の工業化と間際競争の激化に大きな刺激をうけた

ζ とである。

デ・カyレパリョ総替の過去の立法会議における報告

（注I）によると，マカオの開発計画は，①マカオ大橋建設，

，~）；弓際貿易港の拡充，③電力設備の増強，④南i汚埋め立

て，ヱ場誘致，アパート建設 ーなどが，ここ数年の課

題となっている。

マカオ半島とタイパ島を結ぶマカオ大橋（全長1.7 <' 

( yレ，対面交通〉建設計商はポルトガル植民400年来最

大のプロヅェケトであって， 70年変予算支出のなかでも

台f＊の14%を占める第3期発展繁栄計画の中核合なす。

総工費15凹万わレを投じて1970年6月に着工，完成は当

初72年末の予定であったが，工程技術上の問題で73年8

凡主でに延びてL、るj江2）。本計両にかける政庁，商工業

界の期待は大きく、 7 カオ半島 ケイバ島ーコロワンr:j
（｛走者間には70,f-{k，連賓公絡が之口主）とつながれば，

マカオ経済閣は面積にして3倍に拡大され，交通の使は

もとより商工業の発展に転機をもたらすものと見込まれ



1972090101.TIF

J 一一一一一一一一～J 一一一～一＿＿＿＿，一一～，一、一’～叫戸～ザーザーJ ーι 現地報告』..，..＿..＿～d

ている ι：3 

次にマカオ国際貿易港の拡充；n雨として比 m現マカ
オ外港（マカオー香港問水中翼船港〉に隣接する水深4.5

～7メート fレの港汚を大型外4；明｛｝が直接停：flできる上う

；こ凌諜寸ーとi ②マカオ半島以外にコロワ＞／：＆の九漢に深

水港を新設するーーの二つがある。特に後君子は，実現す

れば現在芹港を通ザる：ri:輸出た依存するマカオの対外貿

易が直淀川手固とIなう｜♂きる浴をもっこ 1::にな札マカ

オの麗際通商上の地位閥復に望みをかけている。しかし

新たな国際貿易港の建問は7 カオ大橋以上の規模の言十両

で，巨釘の資金をーさする。ポノ〆！、 1fJI〆政府と Lては材中

間関係の将来を十分見きわめた上でなければ，この計聞

にも肴手できないであろう（注4）。

またfl！在7 カオに注目際空？'l'がない。 If;())fま呉f:,t,l'i'J 
な建設フ。ランをもっていないが（注5），香港の航空会社

(Hong Kong Air International）が73年から香港 ？カ

オ聞にJ , ,.r :iプターを飛ばし伐光有を運ぶ；iITinlを申請L

ている（世ふ。

電力開発計画はナでに述べた発電所拡充のほかに，新

送電網を行J弓しており 1 コロ 7>Ibとタイ〆ぺ1,'iを結んで

いる堤防公路のコロヴン島伊IHこ大貯水池を建設する。

マカオ半島の南湾埋め立て計聞は都市総合計画の一環

であって， E土庁工j訂正ヲはマカすdi内を工業地区， HIY

公共抱百貨地区，住宅地区，観光（ホテル・公園など〕地

区に分け再開発することにしている悦7)。

とこ 7，で唱マカ4ーの 4般物価；土比較的安定Lてい名υ

住民一人当たりの平均生活費は月40～50M$といわれ，

香港の3分の 1である（住8）。しかし，最近外資企業の進

出で不動産自Ii格〔土i色・建物）はと昇している。 1972年

3月現在， ヴカオrli内の政府rf白地価格t土i平方フィー

ト当たり平均300～350M$，最高400M事，最低SOM事だ

九Z，実勢i1lfil侍はこの数倍といわれている（0:9¥ 

マカオにi主銀行， 1il['.i,'.，海運会社，商宇土代理店などの

形で外国資本（ポノレトガル，英，米，西独，仏， 日本な

ど〉が；色！日しているが在10；，製造て業関｛￥（土比較的新L

L、分野；ニ属寸る。 ・if;,）］，造船， 1:p，市1］などは政府系企業て’

あり，民間企業の繊維，電機，雑貨などに外資の目が向

けている i またマカ 5の特色t土東南アジア事情（インド

ネシア、 l千I－＜ トナム ケイ，カンゴアジアなど7の不動淳＝

投資（ホテル・土地）の格好の対象になっていることで

ある。現地図の政怜不安を反映して資金の流入，来源に

も波がある士l

しかし最近の新しヤ動きはすカオの工業化政策に対

応した若干港中間入資本ないし外国資本と地元企業どの提

携がふえているととである。外資および香港企業の進出

申請が目立ち始めたのは70年ごろからで，ごく最近の72

年：1月現在で三（｝（）付：余の案件があり，このうち120余件が

言'fiifされているといわれる。

マカオには従来はっきりした外資政策がなく，貿易と

同ピく外国資本の段下も白山であった。その結民輸出

産業とLである程度の実結があ担有望な繊維部門へ外資

・香港企業の進出が集中した。そこで政庁としても地元

企業の保護や土地、労働力，電力需給の調整を泊られ外

資政策の基本方針を決めることとな♂》たc

その内容は明らかでないが，マカオ政庁経済局次長に

よると，（i)’原則として外資歓迎であるが，＠繊維関係企

業はよし立気味たので新規投資は規制する， (I,当濁流致し

たい業種は電子部品，プラスチック，雑貨などである

(/tJl)o 

(l) l）『叩：＂I工商年j主1971』mおト11ベーゾ。
1970～72年の各発展if｝＇.＇門繁栄計画概姿。

（注2〕 マカオ政庁工務局次長 RodriguesRosario 

J ,・ ,, ） 究者へ山円.~,,,r, (1972 ;~ :-i月1II〕。

Cf主3〕 ？カオ大橋建設計画概華客，その社会経済的

背渋，商工業界その他新聞の反響などはi臭門跨海大橋

列京oil＼編 IF,r l"J吟海大防j1970年llJJ 全文82ヘージ

重量照。

（注4) T/J'l門工商年鑑1971』第一繍 1ページ。

（｛ヒ5〕 恥っともマウオ J）都市総（r,,Ii習のだかでタ

イパ防に飛行場をつくり，東南アジア諸国やチモーノレ

島（ポノレトガノレ傾〕を結ぶ~路を聞き， コロワン島観

光地Iてへ観光’九九誘致jるという ci'y、クブラシはある

か，まだ実肢の段階でじない〈『i'H'lエ荷年鑑1971』

第一篇 93ベージ〕。

(rl.6〕 ！longKo刃，gSta再dard,Apr. 8, 1972. 

C/L 7) 、’カホ政庁工務！”i次長 Roclrigu釘 Rosario

氏の筆者への説明（1972年3月1日〉。

しI:8) 1:,:l' I' i工商fド耳百1971』；＇）＇＇ i"j概況 5ベ』ージ

( iJ 9) P ヅJt政庁L務防調べ。

（注10) 1972年5月10日，香港上海銀行会長および

iii]糸外のfti!I公！(J 1主役が rカオ総十？を訪れ，その彼何

'(f川！＂］中主普段、 1fii，；，会長J);!Jc ft会を催した。消息筋u香

港の笑系銀行が支店を設鐙するものとみている（South

China Morning Post.，エfay12, 1972）。その後，マカ

十f'O＇：＇は電 jJ弓正解決d、ため日本♂）チミi電機からJi付

けた新発電機3基合計2200万M事ドノレ分を香港上梅銀
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Ⅵ　繊維工場に見る合弁経営の特徴

Ⅶ　米中接近しマカオの将来
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行から借款することに成功した『翠僑日報』 1972年8

月14日〉。ーノ〉，マカオのヒジネス街ιは中ぱ銀イj1宣ii,

' 'l{i通ぶ行か＂ 'l備lrl：娠していう （SouthChinaλlorn-

ing Post, Aug. 15, 1972) 

Otll) ’i）オJ'.＼庁経 l下局九長Dr.Lourcn号oCon-

cei~ao , J筆者ヘの烈話（1972'.1 3月 lH、）ロ

VI 織准工場に見る合弁経営のl'fi教

Fl71年現在， 7カ「lこじ大小合わせ385の工場に3万

730.人の従業員ポ働いている（70年末では工場338.従業

員2万9522人） i注I）。しかし，外資・香港系企業を除げ

ばマカオ資本llfj－の電器工場が従業員約人王いうように

小規模のものが多いっ

叩カオの代表的工場である7喫門毛紡臓は1969年，香港

の有名な中国人立、業グループの南方企業と Iicf>:のJL紅飯

田，台村紡績の3社合併で設立されたが，従業員は350

人，ほとんどが小学卒である。，1，国国）｛fの，'iくには近代

的工場ピ，：.，がヤノつも建設され，新興亡業目？！？？をぢ目立L

ている。

マカオの織tlil：業l土輸出の64＇＼，を担行重要陀業で，℃

っとも競If子力の恥る ／;J野である。最近隣烏のダイノf島k

漢門立ちf子紡織公司が紡織工場（40万平方フィート）を建
設し，近代設怖を導入して話題となっている J注2が，主

力はやはり外資との介弁企業である。今回券観の機会を

えた4工場（日本・香港・マカオ3者企弁2，香港資本

単~＇I! 1，日本・マカ十合弁 1）の特色を要約すれば次の

とおり。

(1) ある有力企業許脳の経営方針は｜号来マカオが中国

領士とし復帰Lても、そのたかで操業そ続打ていくとい

う長期展望をもっている。これは在香港外資系企業ない

し中国人有力企業のなかではちょっと芳えられなし、ケー

スであるc

(2) 毛紡関係で機械設備の主力がポーランド製であっ

てIH虫両同製そ従としてνる。とれば東南アジアにおり
る外資どの合弁企業設備の多くが米英日に依存している

のと好対照である。

(31 しかし，絞術指導の而では日本の影？？カが強い。

日本人エンジニアは広東語を駆使して現地人にとけ込ん

でU、る。企業幹部に日本や在香港日系企業で技符を学ん

だものが多い。

(4) 加工原料は日本，オーストラリアのほか中間から

も買付けている η 製品；訂王とんど輸出1t,1け〈

(5) 従業員の質は，緯固に合弁工場をもっ日系企業の
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場合，技術修得に少々時間がかかるがまあまあといった

ところ，そして東南アジアにおけると問様，マカオでも

高賃金を求めて従業員の流動性は111Jlr、。

(yj: 1) 7 ハ・I-政j.. ，経済局I',Dr. Jose Correia 

Montenegro t指（SouthChina Morniπg Post, May 

12, 1972）。

(/12〕 IP,111守工三百年01'.J97U第ム；A 4ベーン。

¥1! 米中接近とマカオの将来

1971年10月29日，夜去にT冠の＊オシサインをちりば

めた〆七テノレ・リスポンで香港大企業系；i工場の技採ノfー

ティが開かれ，マカオ左派の大立物からオズボーン駐香

港米誌領事：Eで参加し，一足先に“マカオで米中肢版”

と話回にな.，た。中国を常に全議Lつ＂）政治土経済とが

微妙に交錯するマカオの象徴的な出来事であった。

在ずカオ外資系企業店！＇，はnq:,2月2811の米中言語可共同

声明をみて「これで7 カオの接収メ iごは5年早まっ売。

今後の企業経営はもっと短期の注文，取引に傾いていく

どろろ！と；11iったり ［｛，湾別涯がf可決しJこら．次l士・,fy港

マカオだ」というのが，これまで在香港，マカオ中国人

ならびに西側観測紡のほぼ一致した見方であった。いわ

ゆる「米中上海宣言Jはアメリカの潔歩のみではなU、が，

「窮極的に第7艦隊を台湾海峡から引掲げる」ことを中

国領j(ζ約束して極東戦時の大伝換汗図，，たこ E は~Jl （，か

である《

民族資本を代表するすカオ中華総商会筋は「米中直接

貿易に発展した時，香港・マカオの受ける影響は大きい。

米中ずf脳会？そが世界平和に及ぼす影響~高く評価する

が，悶時に共同コミユニケの“貿易交流条項

司）つjとの児方をしている。さらに，マカオの左派系新

聞が米中接近のアジア諸国に与えたインパクトに興味を

示し，その反響を克明に報道しているように，経済界で

は東市アジアにおける 11中経済競争の激｛乙を予想する向

きもある。

マカオ政！？の，r;Jレトガル人課長は「日本，オーストラ
リアに続いてポルトガルも中国を永認するだろうJと誇

っていたが， 1966年末の「マカオ暴動j以来，事実上対

I d府外交関係は凍結され，中同系の影響iょにある。経済

的にも， 1967年前後から政庁の対マカオ政策が民生安定

と工業開発lとカを入れるようになった。

しかし，マカすの中国人企業は実力のある1"J賛企業グ

ループなど特定の場合を除き，だいたい香港中国人企業
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グノレ…フ。の系列下にある。新興産業の繊維・電機などそ

の好げ1jである。かれらは東南アジア，ヨーロッパ，アメ

リカ， 日半；j..＿どiこ国l§/1

製品の輸出も香港経尚で華僑のノレ一トに采つたものがほ

とんどで点）〉：）。そのA正If長で，中華総商公が「マカオは経

済的；こは中ldより香港とよ！）密接に結CYつU、ているjと

いっているのは貿易の実態からみて正しい。

中凶は71午l]ljの［Ji［辿復帰後，特に米中上海宣言後か

ら香沿， ず力オゲ）将たにかかわる危要な布石を着々と打

っている。 72年3月：，oH，中国の策華悶連首席代表は国
連植民地竹川委n会あてに占簡を送り戸香港，マカオは
通常CJ植J（地ではな／、帝国主義主主中日；こ押しつけ／こ不

平等条約の結果生じたもので，関連が関与すべきことで

dたいその解i.1／：はq,n司のi:権仁同すみつ一 香港．マ
カオの問溜！土条件が熱した時，適切なやり方で解決され

るべさだ」と強調した沌 1）。

さらに， 72年7月2711 の IT~連紅済社会理事会で±満生

中国代表は，回途難民救済問題に関連して「特港，マカ

オは中閑の領土である。香港，マカオと中国との往来は

以前jドらしJましばあ 之。「？港，マカてに1;1:il'する中国

人はいかなる立味でも“難民”ではなく， したがって

“中困難民時題、なと（f-在Lなし、。務j「石グループが帝

司主義の支持の Fにf、ソチとげたびたらめた古いがかり

である」と戸明した｛注2）。

中114は十でにlリ55！ドIO月 マカ十の仮土返必を要求す

る権刊が七、るj と主摂しており， i元近♂）｛舌rsな国）主外交
のねらいも「香港，マカオの解放」という慕本方針に変

わりのないことを世仙こ再確認さfるものであろう c

「香港『マカオは植民地から将来独吹への置をひらく

自治績ではなく，中国の内政上の問題である」とする中

｜司の漫度iこ‘イ苧リス（土柔，10：なEふうEをjよせてL、るが，ボ

ノレトガルはマカオをアンゴラ，モザンビク並みの属領と

考えている必3"o 

しがしながら守ポ＂トガ tし政1/'.fポ対！ド国政策を徐々に

転換していることも事実である。 71年秋の函連総会では

初めて外交関係のある国府を袖にし，中国加涯に賛成投

票し之。デ・カルグfリョ総督（土71年6月（中国の国述

復帰前）リスボン政府に対し「中国は将来ともマカオ接

収のヰ図なしJと報告したJ.4）が， nqイ月の立法会議
でい「わが政府は中l司i乙対するいかなる敵対態度も許三

ず，ポルトガノレ・中国の長期友好関係維持に最善を尽し

たい」（注'JIと注目すへき発言をしてU、る。

イギリスが浮；巷の長期車！日iをめざしー亡対中島司係の改長

(72年3月キ中大使級セ換実現） re成功している待．政
治，経済，貿易面で香港に依存しているマカオ当局の微

妙な立場を表わすものであろう。現実の政治・経済界に

おけるポルトガノレ・中国の共存が「合作」にまで進展す

るかとうか。

ポルトガルで“鉄の独裁政治”を行なってきたサラザ

ール首相は1961年，マカオの将来について次のように予

ーしている。

f合泣オ生ということをしばらくおき，その他の要素を

考慮すれば，われわれがたとえどのような抵抗をしても

7カjは最終的に口常生活を依存してu、る中国にようて

吸収きれるであ乃ち」性心。

（注1〕 SouthChina J¥1orning Post, March. 11, 

12, 1972. 

UJ: 2〕 「衿倦文限報』 1972年7月30[J付内
〔｛t3〕 ChristianScience Jtfonitor, Mar. 1, 1972. 

な上中国νη対汚法政処；こ対Lイドりス当局が柔軟；ご対

応じているのは英中関係改善をめざす英外交のー淡で

あるが，きらに寄港，11国人の世必として「香港独立論」

ア？！なが強il，、こ／：も考えられら。トとえば Ii!(f 1苓日惚』

197lil三4月24U付社説および雑誌『幣古』 48期， 1972

年 7IJ15, I号t，－ 戸みよ。

（｛ヒ4）『叉 jミ11n』1971年 6月2411。
（注5) South China Morning Post, Apr. 11, 

1972. 

（注6〕 ChristianScience Monitor, Mar. 1, 1972. 

（在香港海外調査員〉
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